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特

別

記

事

帯
ア
秀
鍾
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

論
文
名

「
日
本
・
中
国
・
韓
国
に
お
け
る
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
研
究
」

2 

論
文
の
構
成

特別記事

序

章

第
一
編
日
本
法
に
お
け
る
社
外
取
締
役
制
度

第
一
章
日
本
型
コ

l
ポ
レ
l
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
社
外
取
締
役
制

度

第
二
章
社
外
取
締
役
の
独
立
性
と
法
的
役
割

第
二
編
中
国
法
に
お
け
る
独
立
取
締
役
制
度

第
三
章
中
国
法
に
お
け
る
独
立
取
締
役
制
度
の
導
入

第
四
章
中
国
上
場
会
社
に
お
け
る
独
立
取
締
役
制
度

第
三
編
韓
国
法
に
お
け
る
社
外
取
締
役
制
度

第
五
章
韓
国
型
コ
l
ポ
レ
l
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
社
外
取
締
役
制

第
六
章

終

章

参
考
文
献

度社
外
取
締
役
制
度
の
機
能
と
問
題
点

提
出
論
文
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
機
関
誌
「
法

学
政
治
学
論
究
」
に
て
刊
行
し
た
複
数
論
文
を
基
礎
と
し
て
加
筆
訂

正
を
加
え
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

A
4判
で
二
九
九
枚
で
あ

る。

論
文
の
目
的
と
方
法

独
立
し
た
取
締
役
が
コ

l
ポ
レ

l
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
貢
献
す
る

と
い
う
可
能
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
日
本
、

中
園
、
韓
国
の
立
法
政
策
も
独
立
し
た
取
締
役
に
期
待
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
三
国
の
会
社
法
制
度
を
観
察
し
て
み
る
と
、

三
国
に
お
け
る
近
年
の
株
式
会
社
法
改
正
の
趣
旨
の
大
筋
は
、
基
本

的
に
同
じ
で
、
上
場
会
社
な
ど
の
大
規
模
株
式
会
社
に
お
け
る
コ
ー

ポ
レ

l
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
改
善
で
あ
り
、
経
営
管
理
機
構
の
抜
本

的
な
改
革
を
行
う
と
い
う
立
法
者
の
意
思
が
確
認
出
来
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
三
国
の
独
立
・
杜
外
取
締
役
制
度
を
研
究
す
る
意
義
が
大
い

に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
本
論
文
の
出
発
点
で
あ
る
。
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日
本
、
中
園
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
の
機
関
設
計
に
類

似
性
が
あ
り
、
近
年
の
会
社
法
改
正
に
つ
い
て
も
類
似
性
が
観
察
出

来
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
三
国
の
株
式
所
有
構
造
に
お
い
て
も
、

類
似
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
上
場
会
社
に
お
け
る
固
有
支
配

株
主
、
日
本
に
お
い
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
株
式
持
ち
合
い
構
造
、

韓
国
の
財
閥
企
業
オ
ー
ナ
ー
あ
る
い
は
そ
の
血
族
お
よ
び
系
列
会
社

に
よ
る
相
互
所
有
の
構
造
に
類
似
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
性
を

勘
案
す
る
と
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
比
較
研
究
の
強
固
な

基
盤
が
あ
る
と
い
う
の
が
本
論
文
の
立
場
で
あ
る
。

現
在
、
コ

l
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究

は
、
日
米
欧
な
ど
先
進
国
間
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
英
米
法

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
英
米
法
を
参
考
に
す
る
国
ど
う
し
の
比
較

法
的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
同
じ
よ
う
に
英
米
法
を
参
照
す
る
立

場
で
、
日
本
、
中
園
、
韓
国
の
三
国
に
お
い
て
、
英
米
法
に
由
来
す

る
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
背
景
、
立
法
経

緯
、
制
度
の
概
要
お
よ
び
法
的
役
割
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
比
較
研

究
を
行
え
ば
、
同
制
度
に
関
す
る
内
容
の
み
な
ら
ず
、
三
国
の
経
済
、

法
制
度
お
よ
び
金
業
の
事
情
も
明
確
に
な
り
、
お
互
い
に
示
唆
を
与

え
あ
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
が
本
論
文
の
主
張
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
研
究
上
の
手
法
と
分
析
方
法
と
し
て
、
沿
革
的
解
釈

や
歴
史
的
解
釈
の
方
法
を
採
用
し
、
更
に
、
利
益
法
学
の
発
想
と
方

法
に
基
づ
き
、
諸
利
害
に
分
析
を
加
え
、
比
較
法
的
な
法
制
度
論
を

通
じ
て
、
新
し
い
法
制
度
の
導
入
・
構
築
過
程
に
お
け
る
立
法
者
意

思
の
探
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
、
情

報
お
よ
び
デ
l
タ
は
、
日
本
に
お
け
る
資
料
収
集
活
動
の
ほ
か
、
現

地
調
査
等
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
中
国
お
よ
び
韓
国
の
資
料
、
文
献
、

分
析
な
ど
を
引
用
・
参
照
し
て
い
る
。
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提
出
論
文
の
内
容

第
一
章
「
日
本
型
コ

I
ポ
レ
l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
社
外
取
締
役

制
度
」
に
お
い
て
は
、
日
本
会
社
法
に
お
け
る
規
制
構
造
が
株
主
主

権
に
基
づ
い
て
お
り
、
コ
ー
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
議
は
、
結

局
、
経
営
者
監
視
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な

る
と
の
観
点
か
ら
、
論
述
を
し
て
い
る
。

昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
米
国
法
に
な
ら
っ
て
取
締
役

会
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
監
査
役
は
そ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
業
務

監
督
権
を
剥
奪
さ
れ
た
た
め
、
業
務
執
行
機
関
の
違
法
行
為
を
阻
止

し
に
く
い
と
の
問
題
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
四
九
年
の
商
法
改

正
に
よ
り
、
監
査
役
の
業
務
監
督
権
を
回
復
し
た
。
そ
の
後
の
改
正

に
よ
り
、
監
査
役
権
限
の
強
化
や
、
地
位
の
向
上
が
図
ら
れ
た
が
、

経
営
者
監
視
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
の
議
論
は
、
「
会
社
が
こ
れ
以
上

悪
く
な
ら
な
い
」
と
い
う
観
点
の
み
な
ら
ず
、
「
会
社
を
も
っ
と
良

4 
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く
す
る
」
と
の
観
点
を
重
視
し
始
め
た
。
こ
れ
は
、
会
社
経
営
の
効

率
性
を
高
め
る
と
い
う
観
点
の
重
視
で
あ
り
、
監
査
役
の
み
な
ら
ず
、

独
立
し
た
監
督
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
行
動
す
る
社
外
取
締
役
の
重

要
性
の
認
識
に
到
達
し
た
。

平
成
一
四
年
の
商
法
改
正
が
、
社
外
取
締
役
の
導
入
を
義
務
付
け

る
の
で
は
な
く
、
委
員
会
等
設
置
会
社
の
特
例
の
定
款
に
よ
る
採
用

と
い
う
選
択
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
と
評
価
出

来
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
監
査
役
の
廃
止
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
歴

史
的
転
換
点
に
立
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

第
二
章
「
社
外
取
締
役
の
独
立
性
と
法
的
役
割
」
に
お
い
て
は
、

社
外
取
締
役
制
度
の
導
入
の
経
緯
を
論
述
し
、
社
外
取
締
役
の
定
義

を
い
か
に
法
的
に
定
め
て
も
、
社
交
界
の
友
人
な
ど
を
社
外
取
締
役

と
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
完
全
な
独
立
性
を
求
め

る
困
難
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
法
の
要
請
す
る
最
低
基
準

を
充
足
す
る
こ
と
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
自
主
的
に
、
そ
れ
を
超

え
、
真
の
独
立
性
を
そ
な
え
た
有
能
な
人
材
を
社
外
取
締
役
に
選
任

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
証
券
取
引
所
の
自
主
規
制
も
一
つ
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

社
外
取
締
役
は
、
コ

l
ポ
レ

l
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
万
能
薬
で
は

な
い
。
社
外
取
締
役
が
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
企
業
会

計
や
開
示
規
制
の
整
備
、
企
業
内
部
統
制
の
確
立
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
社
外
取
締
役
は
、
企
業
の
体
制

が
適
法
か
つ
効
率
的
に
な
っ
て
い
る
か
の
ス
キ

l
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
に

主
要
な
役
割
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
。

現
行
会
社
法
に
お
い
て
は
、
監
査
役
設
置
会
社
と
社
外
取
締
役
を

必
要
と
す
る
委
員
会
設
置
会
社
を
選
択
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
構
に
関

す
る
「
実
験
」
を
行
い
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、
自
主
的
に

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
企
業
の
統
治
の
実
効
性
が
飛

躍
的
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
出
来
る
。

第
三
章
「
中
国
法
に
お
け
る
独
立
取
締
役
制
度
の
導
入
」
に
お
い

て
は
、
改
革
開
放
政
策
の
下
で
、
固
有
企
業
が
株
式
会
社
化
さ
れ
、

証
券
市
場
に
上
場
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
国
家
が
い
ま
だ
に
多
量
の
株

式
を
保
有
し
、
支
配
株
主
と
し
て
不
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
あ

る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、

独
立
取
締
役
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
国
法
に
お
い
て
は
、

独
立
取
締
役
制
度
と
監
査
役
会
制
度
を
併
存
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
、
構
造
上
の
不
徹
底
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の

点
に
関
し
て
選
択
制
を
採
る
日
本
法
及
び
そ
の
改
正
は
示
唆
に
富
む

と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章
「
中
国
上
場
会
社
に
お
け
る
独
立
取
締
役
制
度
」
に
お
い

て
は
、
独
立
取
締
役
制
度
の
導
入
に
よ
り
取
締
役
会
内
部
の
改
組
に
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お
い
て
著
し
い
効
果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
当
初
の
目
標
は
達
成
さ

れ
て
い
な
い
旨
が
指
摘
さ
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
形
骸
化
し
た

「
人
情
取
締
役
」
「
花
瓶
取
締
役
」
が
数
多
く
、
肝
心
な
独
立
取
締
役

の
独
立
性
も
保
た
れ
て
は
い
な
い
。

中
国
に
お
け
る
根
本
的
な
改
善
の
た
め
に
は
、
①
国
家
が
支
配
株

主
と
し
て
君
臨
し
、
監
督
機
構
を
無
視
す
る
傾
向
の
あ
る
支
配
構
造

を
段
階
的
に
打
破
す
る
こ
と
、
②
下
位
の
行
政
部
門
法
規
（
中
国
証

券
監
督
管
理
委
員
会
の
「
指
導
意
見
」
）
で
は
な
く
、
基
本
法
と
し

て
の
会
社
法
の
次
元
で
独
立
取
締
役
制
度
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、

健
全
な
法
治
国
家
に
向
け
発
展
し
て
い
く
こ
と
、
③
会
社
定
款
で
独

立
取
締
役
制
度
と
監
査
役
会
制
度
を
選
択
出
来
る
よ
う
に
し
、
各
企

業
の
事
情
に
合
っ
た
企
業
監
督
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
で
あ
り
、

中
国
法
に
お
け
る
両
制
度
の
並
立
を
認
め
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る

旨
が
主
張
さ
れ
る
。

第
五
章
「
韓
国
型
コ

1
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
社
外
取
締
役

制
度
」
に
お
い
て
は
、
一
九
九
七
年
の
為
替
危
機
か
ら
始
ま
っ
た
深

刻
な
経
済
危
機
に
直
面
し
て
、
財
閥
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
大
企
業

の
構
造
改
革
が
加
速
し
た
旨
を
踏
ま
え
て
論
述
が
展
開
さ
れ
る
。
二

O
O三
年
二
一
月
の
証
券
取
引
法
改
正
に
よ
り
、
上
場
会
社
ま
た
は

大
統
領
令
で
定
め
る
コ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
法
人
に
対
し
て
、
社
外
取
締

役
を
取
締
役
総
数
の
四
分
の
一
以
上
に
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
さ

ら
に
、
資
産
総
額
二
兆
ウ
ォ
ン
以
上
の
上
場
会
社
お
よ
び
コ
ス
ダ
ツ

ク
上
場
法
人
に
対
し
て
は
、
三
人
以
上
、
か
つ
取
締
役
総
数
の
過
半

数
を
、
社
外
取
締
役
と
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
た
。
そ
の
上
、
す
で

に
二

0
0
0年
一
月
の
証
券
取
引
法
改
正
に
よ
り
、
初
め
て
社
外
取

締
役
制
度
が
法
制
化
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
資
産
総
額
二
兆
ウ
ォ
ン

以
上
の
証
券
会
社
、
上
場
会
社
お
よ
び
金
融
機
関
に
監
査
委
員
会
の

設
置
を
強
制
し
、
監
査
委
員
会
の
総
数
の
三
分
の
二
以
上
は
、
社
外

取
締
役
を
も
っ
て
当
て
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
米
国
型
の
大
規
模
公
開
会
社
の
経
営
監

督
体
制
の
確
立
が
な
さ
れ
た
。

第
六
章
「
社
外
取
締
役
の
機
能
と
問
題
点
」
に
お
い
て
は
、
韓
国

に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
法
規
制
が
外
形
的
側
面
を
重
視
し
て
い
る

た
め
、
法
定
要
件
の
充
足
に
走
り
が
ち
で
あ
り
、
立
法
者
の
期
待
し

て
い
た
社
外
取
締
役
の
役
割
と
機
能
が
充
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
社
外
取
締
役
の
選
任
法
定
員
数
を
少
な
く
す

る
た
め
に
、
社
内
取
締
役
の
数
を
減
少
さ
せ
、
登
記
は
さ
れ
て
い
な

い
が
取
締
役
の
役
割
を
果
た
す
者
（
取
締
役
待
遇
）
を
工
夫
す
る
と

の
尋
常
な
ら
ざ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
立
法
政
策
と
し
て
は
、
画

一
的
な
法
制
化
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
基
準
を
示
す
に
と
ど

め
、
実
務
上
の
具
体
的
な
設
計
に
お
い
て
柔
軟
性
を
付
与
す
る
こ
と

が
最
も
望
ま
し
い
。
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「
終
章
」
に
お
い
て
、
以
下
の
結
論
が
示
さ
れ
る

①
株
式
会
社
に
お
け
る
所
有
構
造
に
お
い
て
、
日
本
、
中
園
、
韓
国

に
お
け
る
支
配
的
地
位
に
あ
る
株
主
の
安
定
的
君
臨
を
崩
し
、
一

定
の
緊
張
と
均
衡
の
関
係
が
保
た
れ
る
所
有
構
造
を
構
築
す
る
こ

と
が
、
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
の
定
着
に
必
要
で
あ
る
。

②
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
の
立
法
に
お
い
て
、
監
査
役
制
度
と
の

選
択
制
を
採
る
日
本
型
立
法
モ
デ
ル
は
示
唆
に
富
む
。
証
券
取
引

所
等
の
自
主
的
規
制
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
は
、
コ
ー
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

一
環
で
あ
り
、
同
制
度
に
対
す
る
過
剰
な
期
待
は
禁
物
で
あ
る
。

④
日
本
、
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
は
、
そ

の
導
入
の
歴
史
が
浅
く
、
立
法
的
側
面
か
ら
の
種
々
の
制
度
的
補

完
が
必
要
で
あ
る
。

特別記事

提
出
論
文
の
評
価

提
出
論
文
は
、
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
に
つ
い
て
、
問
題
の
所

在
を
的
確
に
把
握
し
、
着
実
な
解
釈
論
を
展
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
の
三
か
国
に
お
け
る
当
該
法
制
度
に
関
す
る
比

較
法
研
究
と
し
て
も
有
益
な
見
解
を
示
し
、
制
度
の
理
解
を
一
段
と

深
化
さ
せ
、
会
社
法
学
の
分
野
に
お
い
て
、
大
い
な
る
寄
与
を
成
し

遂
げ
た
業
績
と
高
く
評
価
出
来
る
。

5 

提
出
論
文
は
、
コ

l
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
会
社
の
統
治
）

と
い
う
会
社
法
学
に
お
け
る
永
遠
の
課
題
を
巨
視
的
に
把
握
し
つ
つ
、

社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
と
い
う
個
別
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
学
問
態
度
は
、
研
究
者
の
一
つ
の
模
範
例
と
評
価
出

来
る
。比
較
法
の
観
点
選
択
と
そ
の
方
法
も
、
適
切
で
あ
り
、
英
米
法
と

の
比
較
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
主
要
経
済
活
動

国
で
あ
る
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
法
制
度
比
較
に
焦
点
を
当
て
、
分

析
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
斬
新
な
試
み
で
あ
り
、
学
会
に
新
風
を

吹
き
込
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

法
解
釈
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
は
「
立
法
者
の
意
思
」
の
探
究
な

の
か
、
あ
る
い
は
、
「
法
の
意
思
」
探
求
な
の
か
は
、
議
論
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
提
出
論
文
は
、
「
立
法
者
の
意
思
」
の
探
究
と

の
立
場
を
採
用
し
、
そ
の
方
法
論
を
忠
実
に
採
用
し
て
い
る
。
提
出

論
文
で
展
開
さ
れ
た
こ
の
解
釈
方
法
論
の
理
解
が
、
論
者
の
業
績
を

通
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
更
に
広
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

社
外
・
独
立
取
締
役
の
資
格
に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
り
、
い
か
に

厳
格
に
規
定
し
て
も
、
知
恵
の
回
る
者
に
よ
っ
て
潜
脱
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
は
、
論
者
の
指
摘
ど
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
期
的
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
誤
魔
化
し
、
あ
る
い
は
、
潜
脱
は
、
世
間
や
市
場
に

よ
り
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
、
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
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論
者
が
、
自
発
的
、
あ
る
い
は
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、

例
え
ば
、
証
券
取
引
所
の
自
主
ル

l
ル
に
よ
る
対
応
を
評
価
す
る
旨

を
論
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
妥
当
で
あ
る
。

社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
に
対
す
る
過
剰
な
期
待
は
禁
物
で
あ
る

と
の
結
論
は
、
充
分
に
論
証
さ
れ
て
お
り
、
説
得
力
が
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
制
度
の
確
立
の
た
め
に
は
種
々
の
制
度
的
補
完
が
必
要
で
あ

る
こ
と
も
的
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

論
者
は
、
日
本
の
会
社
法
に
お
け
る
、
監
査
役
制
度
採
用
会
社
と

社
外
取
締
役
を
義
務
付
け
る
委
員
会
設
置
会
社
の
選
択
可
能
性
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
第
三
者
的
観
点
か
ら
、
冷
静
に
日
本
法
を
分
析

で
き
る
論
者
の
こ
の
評
価
は
、
昨
今
、
何
か
と
自
信
喪
失
気
味
の
日

本
国
と
日
本
国
民
に
希
望
と
勇
気
回
復
の
契
機
を
与
え
て
く
れ
る
。

提
出
論
文
は
、
以
上
の
次
第
で
、
社
外
・
独
立
取
締
役
制
度
に
関

す
る
研
究
と
し
て
高
く
評
価
出
来
、
解
釈
論
、
比
較
法
論
、
立
法
論

の
観
点
か
ら
、
会
社
法
学
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

6 

結

論

審
査
員
三
名
は
、
一
致
し
て
、
本
提
出
論
文
が
高
い
学
問
的
水
準

に
到
達
し
て
お
り
、
慶
麿
義
塾
大
学
の
博
士
（
法
学
）
学
位
を
授
与

す
る
に
相
応
し
い
と
判
断
す
る
。

平
成
二
一
年
一
月
九
日

主
査

慶
謄
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
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